
～「道の駅」と大学との連携～
大学生が能登の地域活性化に取り組みます

平成２７年 ７月２８日
北 陸 地 方 整 備 局

【問い合わせ先】
●取り組み内容に関する問合せ

・金沢星稜大学 経済学部 准教授 青木 卓志
TEL:076-253-3924（代表）

・NPO法人能登すずなり（珠洲市観光協会） 事務局長 出村 一彦
TEL:0768-82-4688（代表）

●制度に関する問合せ

・国土交通省 北陸地方整備局 道路計画課 課長 掛井 孝俊
TEL:025-280-8880（代表）

【同時記者発表】
新潟県政記者クラブ 新県政記者クラブ
富山県政記者クラブ 石川県政記者クラブ
その他専門紙

○国土交通省が全国で進めている「道の駅」と大学との交流・連携の一環
として、金沢星稜大学と道の駅「すずなり」及び金沢河川国道事務所３者
で連携企画型の実習を実施することになりました。

○石川県内では初めての取り組みとなります。

○この取り組みは、将来の地域活性化の担い手となる人材を育成・確保する
とともに、「道の駅」が地域活性化の拠点目指して進化を遂げるため、
「道の駅」と大学がお互いのニーズを確認し、付加価値を創出する企画・
立案等を実施するものです。

【主な実施内容※】
●「道の駅すずなり」の商品・販売方法の企画
●「道の駅すずなり」の知名度向上企画

【対象※】

金沢星稜大学 ２年生１９名 ３年生１４名

【今後の予定】

８月２４日（月）～２５日（火）の２日間に現地調査を行い、具体的な
計画づくりを進める予定

※詳細なプログラムの内容については、後日お知らせいたします。
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